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組織的気象観測の始り
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§1．　はしがき

　18世紀はヨーロッパにおいて科学全般にわたり異常

な進展を見せた時代である．気象学においてはまだその

基礎となる測器が確立せず，大気現象というよりは，前

世紀以来発明されて来た新測器により見出される種々様

々な自然現象を理解しよ5とする個々の人々がばらばら

に観測して来たそのような時代であった．このばらばら

に何の連がりもなく観測していた人々に対して，有機的

な連がりをもって組織的な観測をしようではないかとい

5要請が，イギリス，フラソス，ドイツの学会からそれ

ぞれ独立になされた．もちろん，各国にまだ気象学会は

なく，ただこれをけい起としてマソハイム単会が設立さ

れたのであり，目的も集計された観測結果の考察の観点

も違っていたのであるが，このような動きは，つぎのル

ヴェリエに始まる総観気象学の確立への活動として見逃

し得ない事実である．

　この一文は、A．Wolf著“A　History　of　Scien㏄

Teclmology　and　Pltylosophy　in　tlte　18tk　Cen－

tury”の中にある，気象学の項の一部を抄訳したもの

であり，フラソス科学学士院の動きを明かにするため

に，特にぺ一ル・ルイ・コツトの業績を詳細に紹介し
た．

§2．組織的観測がなされるまでの動き

　すでに17世紀に時折ではあるが，多くの違った地点

において同時におこなった気象観測結果の比較はなされ

ていた．このよろな観測は18世紀に入ると，その活動

が数年間続いた国際的な観測地点網で，ますます注目さ

れる規模でなされている．この仕事の価値は気象器械の

設計や組立ての改善によるだげでなく，標準化された器

械の使用と一様な観測手順に従ろことが重要であるとい

弓ことの次第に高まって来た主張により高められた．

　まず，最初の国際的に拡がっている地域からの気象要

素の牧集と組織的刊行が世紀の初頭にドイツでなされ

た．ブレスラウの医者ヨハソ・ヵノルドはドイツ国内お．

よび・ソドソを含む若干の都市の気象観測者に，観測記

録を彼の所に邊るように要請書を出した．集まった記録

を1717年から10年間，季刊のブレスラウ集報（Breslau

Sammlung）に集録して公表した．

§5．イギリス王立学会提唱による組織的観測

　上記ヨハソ・カノルド提唱の協定が浩滅してしま5前

に，他の重要な国際気象観測組織の発展の一歩が王立学

会会長ジェームス・ジ五リソによってなされた．

　1723年ジュリソは気象観測研究者に対して，年々学

会に彼等の毎日の天気の観測記録と気象器械の観測記録

を提供するように要請した．その際，彼は観測にあた

っての注意深い要網を起草し，発邊している．（Phi1．

Trans・Vo1・XXXIlp．422）ジュリソの希望は，彼

の計画に参加する観測者は，少くとも1日1回，気圧と

気温，風向（その強さのある数値的な推定とともに），

および前の観測から以後牧集された雨量あるいは雪の

量，そして室の概観を記録して欲しいとい5ことであっ

た．その外に湿度や地磁気の観測結果も歓迎された．さ

らに，暴風雨の起った時には，その起った時間を記入

し，気圧計の観測を暴風雨の初めと終りに行い，その示

度の減少量も記入することが特別に要講され宅いる．

　気象測器について，気圧計はジュリソは普通の気圧計

の使用することをすすめ，管が口径1／4吋または1／3吋

　（口径の小さい管は毛細管現象により正しい高さ以下に

水銀を押し下げる），水銀槽（直径は管の8～10倍にな

るよ5な）に浸し，そのため水銀自由奉面の高さが実

際L一定でなければならない．これらを満足する，持

ち蓮び可能な気圧計はロソドソのCrane　Courtにある
Francis　Hanksbeeで求めることが出来る．このFrancis

Hanksbeeでは非常に精密な標準温度計を設計し，作

成しているが，もし，他の型の温度計が用いられたな

ら，その製作所と目盛を詳細に知らせて欲しい．温度計

は火気が滅多にないが，決して灯をつけられない北側の

室に置かなげればならない．

　雨量計は，ジュリソによれば，蒸発で雨量が減じてし

ま5ことのないよらに，できるだけ気密に保った目盛り

をされた円柱状の測定漕に，長い管を通して注ぐよ5に

なっている，直径2あるいは3フィートの漏斗とからな

っていなげればならない．この測器はまったく蔭蔽され

ないよろな位置に設置されなければならない．

　風の彊さは4つの階級で推定される．その範囲は，0

（まったく静穏），1（もっとも軽微なそよ風），そし

て，2，3から4（もっとも烈しい風）までである一
この風力階級は19世紀牛ばまで続けて用いられた．’

　観測記録はつぎの様式が要請された．1頁は6行から

なり，それぞれ，（i）観測日と時聞，（ii）気圧計の

示度，（iii）気温，（iv）風向とその彊さ，（V）天気の

簡明な記述，（vi）降水量（イソチで1イソチの1／10ま

で）を記入すること．また気圧，気温の李均と降水量の

総量を各月および年全体について計算し，それぞれ観測

者はそれらの観測記録と各月と全年の李均および総量を

王立学会の天候記録と比較するために王立学会に毎年邊

ることとなっている．

　この要請によって集まった記録を照しあわしたものが

旬年Philosophical　Transactionに公表されることと

なった．1724年以降，しばらくは，観測記録は，英国
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内だげでなく，ヨー・ッパの各国の多くの地点，遠くは

イソド，北米からも邊られた．これら牧集された観測記

録は最初デルハム（Derham）により議論され（Phi1‘

Trans・1732，P．126；1733，P．101；1734，P．332，

405，458），引続いてハドレイ（Hadley）により議論さ

れた（同上書，1738，P．154；1742，P．243）．・

　デルハムとハドレイの両者は，かなり広い地域に分布

している地点間（例えば，約50マィル離れている・ソ

ドソとサウスウィックとの聞でその気圧計の高さの変化

が一致しているとい5ことに彊く注意を惹かれた；げれ

ども，そのような変化は往々にして，ある一地点の変化

が他の地点よりも少し早くかおそく起らている．

　ジュリソの警告にもかかわらず，逡られた観測記録の

中で，各観測者が使用した観測器械の完全な性質，それ

らり観測点の位置と高さなどを細記することがまじめに

記入されなかった．そのため，比較槍討を十分すること

ができなく，不十分な結果に絡った．

　ジュリソが気象観測記録を王立学会に邊るよろに勧誘

してから約20年後，ロージャ，ピカリソグが一つの気

象観測日誌の計画を，干ばつ・と有用な気象器械の記録

をも一一誌にして，学会に提出した（Phi1．Trans．Vo1．

XLIII，No・473，P．1）．けれども，この計画はほんの

わずかした感興を呼ばなかったよ5で，19世紀までは

イギリスには気象学会は設立されなかった．（第1図）

　ピカリソグの計画した観測日誌は各頁7列で9行とな

っており，1頁が1週間で各列が1週聞の各日にふりあ

てられる．各行の1行目は日を記入，2行目に観測時間

を示す・3行目は各日の気圧，4行目は気温，5行目は湿

度・6行目風向，7行目風力，8行目が天気の綜合記述，

9行目に前観測以来の降水量が記入されるよ5になって

いる．最下部の室欄は死亡表に

あてられた．各月の最後の頁は

その月全体の総合のためにあて

られている．

§4・’フランスのパリ王立医学

　　　会による組織的観測
　協定観測の比較検討について　1．

　■
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論文を公表している）医学会の“歴史”に整理した結果

は表にされ，一般的結論はそれにより導びかれている．

ルィ・コットの業績については後述するごとにする．一

§5．　ドイツにおける気象観測の組織化

　18世紀におけるドイツの不安定な政治状態は，ドイ

ツに韻ナる協調しなげればならない気象学的活動にとっ

ては不適当な状態であった．しかし，18世紀0後牛に

は，ここで考察している18世紀におげるもづと5まく

いった気象学的組織化が確立されるのを見ることができ

る．すなわち，Sociatas　Meteorologica　Palatina（す

なわち，マンハイム気象学会がそれであり，パヴブリア

のエレクトル・ヵ一ル・テオドールがマソハイムにおげ

るエレクトルの城の主脳部と」．」．ヘソメルとともに

1780年に創立した．J．」．ヘソメルは秀れた気象学者

であり，このマソハイム気象学会の最初の会長に就任し

た．

　57．の適当な観測所が，イギリスは参加しなかったが，

地中海に対する観測する番人として選ばれた（1）』観測所

は場所を変えることなく，また，全観測所には一様に正

確な測器を配置し，十分に使用されるよろに準備され

た．各地点で得られた観測結果は用意されている特殊な

形式で記入され，マソハィムに邊られていろいろ考察さ

れ，刊行された．

　各観測所に配布した器械は，気圧計，日に曝すのと覆

いをした温度計，それから若干の観測所には磁針をも配，

布した．雲量と風の彊さほ便宜な尺度で数量的に推定さ

れることとした．

のジュリソの計画といくぶん類

似した計画は，パリ王立医学：会

により組織された．しかし，そ

の目的はイギリスのそれとまっ

たく違っており，気象状態とそ

の気象掬態におおわれた地域の

疾患との聞に，何等かの相関関

係があるのではないかというこ

とを確めるためのものであっ
た．

　観測地点は大部分はフ7ソス，

国内のみであるが，若干の他の

隣接国が参加している．観測記

録の牧集結果ほルイ・コットに

より整理され，（ルィ・コット

は牧師でもあり（1677～86）．に

鑛．

難灘

註　1）1703年にDefoe『s　stormが臥洲に来襲し，，大

　　　　被害を与ノた．このstorm経路がこの観測計
　　　　画に影響を与ノているように思われる．
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　　　　　第1図　　ピカリングのた使用し器械

天秤のついたスボンジ湿度計　　　2ぎ　盤盛目
32方位の風向盤つき風力計　　4．取はずされた線模ずきの風向計
雨量計と漏斗　　6．野性の燕麦の芒で作られた湿度計
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　観測は1日に3回定まった時刻（午前7時．午後2時

と9時）に行うこととし，観測記号は形式を十分みた

すことの出来るものには何にでも利用されるよろになっ

た．すでに18世紀以前気象観測日誌が作られ，維持され

初まってからは，頻繁に使われる用語には，頭文字を使

うよろな省略を用いることが普通になっており，後には

適当な記号が各観測者自身の体系で，相異なる天気現象

を表わすために使用され始まっている．そのよ弓な記号

は18世紀初期に印刷の中に現われ初まった．例えば，

フアソ・ムフシェソブレークは1728・年にユトレヒトで

行った観測記録の中で，第2図のよろな記号を使用して

いる．

　これはphysicaeexperimentales　et　geometricae，

Lugd．Batav．，1729に見られる．」．H．ラムベール

天文学的記号（㊦，（，♀，等）を気象現象を与える記

号として採用している（Acta　Helvetica，皿，1758）・

ひじよ弓に複雑な体系が18世紀末頃に提案されたが，

それらは確立されはしなかった．一部分は文字からな

り，…部は記号からなっているより実用的な体系が，ヘ

ソメルによってマソハイム気象学会のために提出され

た．それはある程度ムッシエソブレークとラムベールに

影響を受けており，その痕跡はまた残っている・

　マソハイム学会の功績は，後年になって気候的研究に

ひじょ弓に利用された，ぼろ大な量の資料を含んでい

る．その観測日誌の中に永久に具現されている・しか

し，1790年ヘソメルの死とフラソス革命に続くヨーロ

ッパの政治師昆乱により学会を次第に崩壌させた・観

測報告の最後の毬（1792年の報告）は1795年に出さ

れ，それ以後19世紀に十分入るまでは，マソハイム学

会に比較し得るよろな組織は現われなかった2）・

§6．ルイ・コツトの業績

　ぺ一ル・ルイ・コットはパリ近傍のモソモラソスィの

牧師で，ルソーの友人であった．ルイ・コットの“気象

学汎論”は科学学：士院の保護の下に1774年パリで出版

された．彼は学士院の通信員であった．彼は自分の論文

の多くの部分を観測㌍録について費しており，観測に基

礎がおかれた最初の教科書であった．

　まず彼はほぼ1666年のフラソス科学学士院の創立ま

でさかのぼって，フラソスにおげる規則的気象観測の歴

史をのべている．マリオットとピカールがこの観測の開

拓者であり，モラソは30年間以上にわたって完全な気

象日誌をつけている．1688年以後学士院は会員から常

に規則的な観測記録をとった．レオミュルは彼の温度計

の改良後，1733年から1740年の間に世界中の気温観

測を組織した．メイラソは数年間の北極星の出現目録を

作っている．その外沢山の外国通信員から邊られた通信

は『外国学者研究報告集報』（Recueil　des　M6moires

des　Savans　Etrangers）中に公表されている．それら純

粋気象学的記録以外に，デュアメルにより1741年以後

の植物学的現象と天気との関係について継続研究された

記録や，1746年から1754年までの間マルーアソによっ

てなされた，違った種類の天気がある疾患の経過にどの

2）1823年に・ンドン王立気象学会が誰立された・・
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ように影響したかを確かめる観点でなされた研究があ

る．

　以上の観測記録や論文を，コットは利用出来るよ5に

した．彼自身は忠実で老練な観測者であり，農業と医学

へのサービスとして，それから何時かは招来するだろろ

と待望してきた，科学的気象学の建設にとって欠くべか

らざる準備としての観測記録の牧集に関心をよせてい

た．

　コットの論文の第1巻は大気（その組成，高さ・気圧・

暑さ，寒さの変化，電気的性質）およびいろいろの大気

現象にあてる．この網目を（i）空気の現象（風と龍

巻），（ii）水の現象（露，霧，雨等々），（iii）火の現象

（雷と電光，セソトエルモの火，鬼火，地震等々）’（iv）

発光現象（虹，幻日，オー・一ラ等々）に分類し・その

当時通用していたこれらの現象の原理的記述がなされて

し・る．

　第2巻は気象器械で，その歴史と，主な型の正確な製

造方法を教示し，その1つ1つの特有な故障について注

意を与えている．また25種類の違った型の温度計が多

少詳細に述べられており，その他の章には，気圧計（そ

の高度測定への応用法とともに），湿度計（これは科学的

使用にはまだあまりにも欠陥が多いと考えた）・風速計・

雨量計，羅針盤，電位計を記載している・

　第3巻は気象学，植物学および人工統計学的に興昧の

ある15枚の表を掲載しており，その多くは学士院によ

り蓄積された記録にもとずいている．これらの表はつぎ

のよ5なものである．

　（i）一パリで1699年から1770年まで旬年観測され

　た最高気温と最低気温．

　（ii）　日と年の異なった時間に観測された水面の温度

　と，比較のため海底の温度といろいろの深ざの温度．

　（iii）・1699～1770年聞のパリーにおける気圧計の最

　高と最低の読取り・

　　　　1748～70年間の卓越風と卓越した天気・（iv）

（v）

（vi）

（vii）

1689～1754年のパリにおげる年降水量・

西ヨーロッパの他q都市とパリとの年降水量の

比較表．

1580～1770年のパリにおける羅針盤の変化・

（viii）西歴500年までさかのぼって記録ざれた初期

の資料といっしよに，1716～1734年間の月月に現わ

れたオーローラ・

（ix）上記の表の李均を示す概要・

（x）　1741～70年間の種々の果物や穀物の開花ある

』・は成熟した日．

（xi）　同期聞内の燕の飛来しまた去った日，ナイチソ・

ゲールとカッコーが鳴き始めた日，およびある昆虫の

出現した日・

”天気”　2・2
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　（xii）1748～70年の各年について，．4月～6月に陸

　地で観測された気温の総和（日李均気温の合計により

　作られた）それらのものはそれぞれ，暑いある』）は寒

　い，湿ったあるいは乾燥した年のよろに分類される．

　（xiii）全年の旬日についてめ暑さ寒さの卒均の程度：

　（xiv）1701～1770年聞のモソモラソスイ　（コツトの

　教区）における出生，結婚，葬式等の年間の数（性別・

　で）．

　（xv）同期聞についての各1力年のそれらめ総量．

　第4巻をコットは全研究の主要部とみなしており，こ

れらの表にあらわれた結果を詳細に議論し，結論をみち

びいている．

　この第4巻は物理気象学，植物気象学：，医療気象学の

章に区分され，内容の特色は若干の点について明らかに

される．コットは多くの年の最高気温の亭均値は，最低

気温の李均が氷点下に下る量の約4倍だけ，氷点以上に

上ることを示している．年の最高の暑さと最低の寒さの

起日は相当する至日（夏至あるいは冬至）から約40日お

くれる．同檬に毎日の最高気温と最低気温の起時はそれ

ぞれ正午と夜牛の約3時聞後に起る［世界中の気温観測

資料を比較して，コッテは夏の暑さの程度はどζでも，

赤道であれ北極圏であれ，ほぼ等しい暑さであるけれど

も，熱幣ではより一層一一様な気温を保っており，熟帯の

住民は外の地方よりも躬い気温変化を受げるといろこと

に注意した．熟の感覚からいって，熟が太陽にさらされ

た体内に蓄積されるため，赤道地方ではなお一暦煤え難

いと結論する．コッテは気圧計を禾気を予定する器械と

して信じていなかった．げれども，そのよろな法則が期

待されるよ5に信頼出来ると彼が考えた法則を提案し

た．彼は広く分散した場所で，補正した気圧計の読取り

はいちじるしい一致を示すと考え，少くとも，熟幣では

気圧計の示度が月の位相とある関係を示すと思いこんで

いた．彼は風を天気変化をもたらず主要な要因と考察し

ている．他の測器から得た観測結果を議論しており，そ

の章はフラソスや外国，例えば，メキシコ，ケベツク，

ヴィノセナ，ケープ等のある地点から邊られた若干の選択

された観測を考察して終っている．
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　植物学の章では，彼は決定因子がひじよろに多いの

で，結論の絶対的完全さを保証出来ないと告白してはい

るが，気象条件と牧獲物の生長との間の関係を確立しよ

ろと努力している．植物内の樹液の運動を取扱い，数種

の土壌を取扱った後に，彼は順次に，小麦，らい麦，燕

麦，大麦，乾草および一般のまぐさ，果樹，ぶど5の樹

の成長に対するいろいろの気象の影響を考察してヤ・る・

この調査は，農夫が有害な気象病態に対してその穀物を

保護するこ’とができるよ5にしよろとい弓希望の下に企

てられ．、博物学者に原因究明の糸口を与え，普通の植物・

疾患に対する可能な療法を与える．この目的の下に沢山

の小観測が行なわれ，可能な個所で総合がなされるがダ

非常に科学的に価値あるものは何も出てきてない・しか

しながら，観測事実にもとずく新らしいすうせいは重要

である．次に，．種々の渡り鳥（鳥の移動は直接気温変化

によるよりは，食物を求めるのにより一暦帰因してい

る）；農業上重要な昆虫，それから最後に，年の各季節

におげる川の水位を決定する環境にづいて考察してい’

る．

　第3節ではマルーアソの研究にもとずいて健康や疾病

を左右する因子（気圧，気温，ナ気の組織，風，食物と

水，気候，生活置習）について考察しており，前記モソ

モラソスィ「の人口統計表についての考察でこの雀を絡っ

ている．’

　第5巻はコジト自身の経験にもとずいて，観測者の理

慈的特質（物理学者であることがもづとも好ましいとい

っている），観測所の最適の例，器械の選定，それらの

使用上の注意について述べ，特に観測結果の記録と集計

の方法に対しで論及することにより，気象観測を行ろこ

とに必要なことをi敦示しており，実例として，コッ、トは

1771年に行なづた彼自身の観測記録を，モソモラマス　・

イにおけるその年の物理学上，植物学上，医学上，人工

学上の概要とともに示している。

　以上で彼の気象学汎論の解読を絡るが，彼はその後そ．

の不備な点を補足するために，“気象学についての覚

書’1なる2珊からなる大冊を1788年にパリで刊行して

いる．　　　　　　　　　　 　　（気象研究所）＝

ヘハヘハハムハ ヘノ　ヘハムハ　ムヘズヨヨハハムムヘヘムハズとハムムムムパヨヘハ　ゾペズきロハでハムヘハじハハヘハじヘハムハハハハヘノペヘヘハハムハハハハノヲハすハムハヘヘノロハハハヘハハハハヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、：　　本砂ヘルマソブールを志す人々も・気象には注意すべき

ナンガパルバート

　　ヘリヒコ」一ファー著

　　横川又雄訳　　朋　交

　　　　B6315頁380円

堂

　昨年の7月4日海抜8125米のナソガパルバート峯は

ペリヒコーファーを隊長とする，ドィツ・ヴィリー・メ

ルクル記念登山隊により登頂された．この山はマナス

ルと同一の標高をもち，征服された山としては第三位で

ある．とくに注意すべきは登頂者ヘルマソブールが幾日

も頂上付近を夢遊病者の如くろろついていた事で，これ

は彼の彊靱さもさることながら，またそんなに幾日も稀

に見る好天が続いたことにキるもので・若し一寸でも吹

雪になれば彼が渣難したことは聞違いないであろ5．日

1955年2月．

である．1934年にはメルクル等9名は頂上9下の銀鞍

と呼ばれる雪原迄登りながら吹雪のために死んでしまっ

たし1937年にはカールヴィ’一ソ以下16名炉雲崩に流さ

れて死んでいる．23年間に9回の攻撃を行っているの

だから，ドイツにとっては全く宿命的な山といってよ

い．そういろヒマラヤ・ジャイアソツ征服記の一つとし

て一読に値するものである．本書はいままでになく気象

部門に頁をさいている．この山は偏西風幣の中にあり，

エベレストやマチスルと違ってモソスーソの影響ほ余り

受けず，日本の山のよ5に上層の谷によって天候が支配

されるよ5である．写眞は素晴らしいが，原文にある銀

鞍と東尾根，および銀鞍に登りついた所の天然色写眞が

省かれている点が措しまれる．　　・（大井正一）
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